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Through the analysis of characters information including a narrator inside a novel using two novels by Mishima Yukio, 

we acquire knowledge about the information that a character has and an idea that the formation of a character in a novel is 

done based on the mutual cognitions by each character including himself or herself.  And we show a simple model to use as 

frame for characters in story world and story line generation system in our narrative generation system these acquired 

knowledge and idea. 

 

1. まえがき 

物語生成システムの研究は，プランニングや知識表現の一題

材として行われていた（[Meehan 1980][Mueller 1990]等）時代か

ら，娯楽システムや創造システムへの実際的適用を目的として

行われる（[Bringsjord 2000][Montfort 2006]等）時代に移行しつ

つある．同時に，AI や認知科学と文学理論・物語論を融合する

研究も増えつつある（[Ryan 1991][Meister 2003]等）．筆者も，こ

のような観点から物語生成システムの研究を行って来た（[小方 

2003ab, 2007]等）．筆者らの提案する物語生成システムは，3つ

の大きなモジュール――物語内容機構，物語言説機構及び表

層表現機構から構成される．このうち物語内容機構は，ある物

語の世界で生起した出来事を状態の集合として網羅的に保有

するストーリー世界生成機構，それを事象の系列として表現す

るストーリーライン生成機構，さらに物語特有の構造的知識等を

用いてストーリーラインを含む物語構造を生成する機構とに分

かれる．このうちストーリー世界の構成に関する研究（[中嶋 

2008, 2009]等）では，これまで主に登場人物の外的行動を対象

として来た．しかし物語には外的行動ばかりでなく内的な心理

状態や認知状態等も含まれる．上記中嶋はこれについて，図 1

のようなイメージを描いた． 

 

図 1 登場人物を構成する情報の種別 

 

 本稿では，この図の中の認知関連の情報も含んだ，物語の登

場人物を構成するための知識について，実際の小説の調査・

分析を通じて検討する．関連研究として[馬場 2007]があるが，

本稿では筆者らの独自の方法に基づく．調査・分析の題材とし

て，三島由紀夫の小説『宴のあと』[三島 1989]の 1～2 章及び

同じく『午後の曳航』[三島 1990]の第 1 部 1～2 章を用いた．こ

れらの小説は，人物描写さらに語り手自身が直接現れる記述が

多く現れる．ここでは『午後の曳航』の方を中心に説明する． 

2. 小説の調査 

『午後の曳航』は，第 1部「夏」が全 8章，第 2部「冬」が全 7

章からなる．分析に用いた第 1 部の第 1 章及び第 2 章の概要

と登場人物を表 1に示す． 

表1 『午後の曳航』の内容と登場人物 

第１部夏
第１章

内容 抽斗の中の穴から登が房子の部屋を覗いて房子と竜二が抱き合っている姿を見る。
登場人物 黒田登 黒田房子 塚崎竜二 死んだ父 首領 仲間

第１部夏
第２章

内容 竜二は房子の部屋で目覚める。二等航海士である竜二は航海中の出来事を回想する。房子は登
が何か感づいていると竜二に話す。

登場人物 黒田登 黒田房子 塚崎竜二 操舵手 先輩 中年女のサ
ンパン

女

（省略） ・・・  

2.1  方法 

ここではあくまで小説中に文章として明示されている登場人

物に関連する情報のみを扱うものとする．この種の文章を意味

の分かる最小単位で抽出したものを，表 2に示す基準により分

類する．なお，語り手が語る内容には嘘が含まれないことを前提

とする． 

表2 登場人物情報の分類 

 

 

まず，登場人物に関する情報を，客観的情報と主観的情報

のふたつに大きく分ける．ここで客観的情報とは，語り手が語る

地の文のうち，語り手自身の思考以外の文から抽出される登場

人物情報である．一方の主観的情報とは，語り手が自身の思考

を語る地の文から抽出される登場人物情報及び登場人物の会

話文・思考文から抽出される登場人物情報のふたつを含むもの

とする．会話文とは，登場人物が話す内容を表す文であり，括
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弧（“「」”）で括られた部分及び直接話法により登場人物の話し

た内容が記述された部分がこれに該当する．思考文とは，登場

人物が発話せずに頭の中で考えたことを表す文である． 

さらに，これらの情報すべてを，情報の対象人物ごとの内的

情報と外的情報に分ける．内的情報とは人物の思考，感情，心

理等を表す情報である．一方の外的情報とは，人物の姿形，特

有の行為，役割，年齢等を表す情報である． 

2.2  結果 

以上の基準による『午後の曳航』の分析結果の一部を表 3に

示す．主人公の少年である「登」の客観的情報から，「登」は横

浜の港町在住の 13 歳であることが分かる．また，主観的情報か

ら，登と並んで最も重要な登場人物である「竜二」が，「竜二」す

なわち自分自身に対して，“（自分には）特別の運命がそなわっ

ている筈”という認識を持っていることが分かる． 

表3 『午後の曳航』の分析結果（一部） 
客/主 語った人物 ～に対する情報 内/外

屈辱的

口惜し

登

「首領」に誘われて夜中に脱け出してからのこと

だ。

横浜中区山手町

十三歳

おどろいた

女が、朝は鎌倉の友達の家へ泳ぎにゆく子供を起こ

すために早起きをすること、・・・などを言い置い

て眠ったのを思い出した

二等航海士

塚崎

一六五センチか、もう一寸上ぐらいだろう

内
もちろんそのときは一等先にこのドアをあけると母

は誓っている

母

寝る前に、まだ寝苦しいほどの暑さではないのに、

一度すっかり裸になる癖

三十三歳

テニス・クラブに通っている

(省略）

内

外
それはあたかも、一寸留守にしている見知らぬ女の

部屋を覗くかのようだ

内

外
きっと母は出掛けに靴下の伝線病を発見して、あわ

てて穿き代えて出て行ったのであろう

多くの船員は海が好きだから船員になる

陸がきらいな人間はもしかすると、永久に陸にとど

まるべきなのだ

彼が光栄を獲るためには、世界のひっくりかえるこ

とが必要

外

（省略）

内

これを壊されるようなら、世界はもうおしまいだ。

そうならないために、僕はどんなひどいことでもす

るだろう

外

（省略）

光栄を！俺はそいつにだけふさわしく生まれついて

いる

俺には何か、特別の運命がそなわっている筈だ

外

（省略） 外

何となく感づいてる

あなたのことを好きらしい

外 もう子供じゃない

（省略）

（省略）

内

房子
登

内

主

観

的

情

報

語り手

登

房子

語り手
内

登
登

竜二
竜二

客

観

的

情

報

語り手

登

内

外

竜二

内

外

房子

外

 

3. 考察 

3.1  登場人物の情報の種別 

上述のような登場人物に関連する情報をさらに分類するため

に， [コトラー 2001]の社会的特性・個人的特性・心理的特性と

それに属する要素を参考にし，表 4 のような分類を行った．な

お，コトラーは文化的特性も挙げているが，上記の小説分析か

ら登場人物の文化についての情報を抽出することが難しかった

ため，今回は分類の中に文化的特性は含めていない．また，こ

れらの情報は，ある場面や一定の時間範囲で有効な情報と，小

説全体を通して有効な情報に分けられると考え，前者を短期的

情報，後者を長期的情報とする． 

表 4に基づき，『午後曳航』の「登」の人物情報を一部分類し

た（表 5）．「口惜し」という情報は，ある出来事に対する「登」の

一時的な感情を表していることから，「内的情報／短期的情報

／心理的特性／態度」に分類される．また，「十三歳」という情

報は年齢を表し，小説中の「登」はずっと 13 歳であることから，

「外的情報／長期的情報／個人的特性／年齢」となる． 

 

表4 小説における人物情報の分類 

 
表5 「登」の人物情報 

 

3.2  「認知」を通じた登場人物の造形 

ある登場人物の主体を通じた，登場人物，物，場所等の対象

に関する情報のことを，認知と呼ぶ．分析結果から，一人の登

場人物は各人物の認知によって構成されると考えた．表 6 は

「登」に関する情報を表わした例である．「登」の情報は，語り手

の客観的情報による認知，「登」以外の登場人物による認知，そ

して「登」自身による（自己）認知の 3 種類に分けられる．この考

えを図式化したものを図 2 に示す．この考えに基づけば，一人

の登場人物に関する情報は，各人物により認知された情報の

総合からなる．  

表6 「登」の人物情報（一部） 

 

 

図 2 「登」に対する 3つの認知 
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図 3 は，「竜二」に対する「竜二」，「登」，「首領」（「登」の友達

グループの中のリーダー格の少年の渾名），「語り手」それぞれ

の認知を示したものである．小説の地の文は，「語り手」が構成

した内容であると考え，「竜二」，「登」，「首領」それぞれの認知

情報とその関係を「語り手」はすべて知っているものと考える．ま

た，「男」や「航海士」のように共通の認知情報もあるが，逆に 3

人それぞれで異なる認知情報もある．例えば，「竜二」はいつか

自分は「英雄になれる」と考えており，「登」は既に「竜二」は「英

雄だ」と考えているのに対して，「首領」は竜二という登場人物は

しょせん「英雄じゃない」と考えている．このように，特定の登場

人物の造形は，各登場人物における共通性と差異を含む情報

の総合として行われている．さらに，「語り手」の「竜二」に対する

認知情報も存在する．例えば，「竜二」自身は「光栄は自分にだ

けふさわしい」と考えているが，「語り手」の方は，竜二にとって

“どんな光栄がふさわしいのかわからない”という認知情報を持

っている．例には示していないが，登場人物と語り手の認知情

報が共通する場合もある．このように，登場人物及び語り手ごと

に認知情報があり，それらの間には共通性と差異の関係がある

ことが分かった．この小説の大団円の緊張度や，トーマス・マン

を思わせる語り手における高度の皮肉や諧謔は，こうした認知

の複合的関係から生じていることが推測される． 

 

 

図 3 各登場人物及び語り手の認知とその関係 

 

図 4 は，以上の分析結果をもとに作成したストーリー世界に

おけるフレーム情報の最も単純化された図式である．「太郎」を

巡って，「語り手」，「太郎」自身，「花子」の認知の差異や共通

性，推移を表現している． 
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ストーリー世界

ストーリーライン  
図 4 ストーリー世界－ストーリーライン生成システムにおける登

場人物フレームの素案 

4. むすび 

本研究では，三島由紀夫による 2 編の小説から，語り手を含

めた登場人物情報について調査し，その内容に関する知見及

び各登場人物の相互の認知によって登場人物の造形が行われ

ているという知見を獲得した．そして，この知見を，物語内容生

成機構におけるストーリー世界及びストーリーライン生成機構で

用いられるフレームとして使用するための素案を示した．これを

もとに，[小野寺 2010][小野 2010]を発展させてシステムの機構

として形式化し，ストーリー世界及びストーリーライン生成機構に

おけるフレーム構造として実現して行くことを今後の予定とする． 
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